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東

春

近

小

学

校

の

３

年

生

は

、

社

会

科

及

び

「

は

ば

た

き

」

の

時

間

（

総

合

的

な

学

習

の

時

間

）

に

、

地

域

探

検

を

し

て

、

校

区

の

旧

跡

や

歴

史

を

学

ん

で

い

ま

す

。

 

講

師

を

し

て

い

た

だ

く

の

は

、

東

春

近

公

民

館

長

の

野

溝

和

人

さ

ん

で

す

。

 

１

回

目

は

、

田

原

・

下

殿

島

方

面

の

「

薬

師

庵

」

、

「

宗

福

寺

」

、

「

白

山

神

社

」

、

「

お

蝶

様

（

長

姫

堂

）

」

、

「

天

王

社

」

等

に

行

き

ま

し

た

。

 

２

回

目

の

こ

の

日

は

、

原

新

田

・

榛

原

・

車

屋

方

面

の

探

検

で

、

最

初

は

、

「

殿

島

学

校

発

祥

の

地

」

と

隣

り

の

「

春

近

神

社

」

に

行

き

、

説

明

を

聞

き

ま

し

た

。

次

に

、

山

道

を

登

っ

て

「

殿

島

城

址

公

園

」

で

、

殿

島

氏

や

武

田

信

玄

と

戦

っ

た

上

伊

那

の

八

人

の

武

将

の

話

等

を

聞

き

ま

し

た

。

こ

こ

か

ら

、

江

戸

時

代

に

新

田

開

発

が

さ

れ

た

記

念

碑

が

立

つ

「

一

本

松

遊

園

地

」

、

殿

 

島

学

校

ま

で

が

遠

い

の

で

、

支

校

が

あ

っ

た

「

原

榛

支

校

跡

」

、

さ

ら

に

「

竜

宮

社

」

、

「

天

白

社

・

榛

原

支

校

」

を

見

学

し

、

「

三

峰

川

榛

原

河

川

公

園

」

で

昼

食

を

と

り

ま

し

た

。

 

こ

の

後

、

水

害

除

け

を

願

っ

 

て

経

文

を

埋

め

た

「

経

塚

」

、

最

後

に

「

老

松

場

古

墳

群

」

を

見

学

し

ま

し

た

。

 

暑

い

一

日

で

し

た

が

、

３

年

生

の

皆

さ

ん

は

、

長

い

距

 

離

を

頑

張

っ

て

歩

き

、

多

く

の

地

域

の

歴

史

に

触

れ

、

充

実

し

た

学

習

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

毎

年

２

回

、

伊

那

市

人

権

同

和

教

 

育

推

進

委

員

の

皆

様

、

市

内

小

中

学

校

の

人

権

同

和

教

育

担

当

の

先

生

方

、

市

役

所

人

権

関

係

７

課

の

職

員

が

集

ま

り

、

合

同

研

修

会

を

行

っ

て

い

ま

す

。

 

今

回

の

第

１

回

研

修

会

で

は

、

前

半

に

伊

那

市

の

令

和

６

年

度

人

権

同

和

教

育

の

計

画

を

発

表

し

、

続

い

て

同

じ

中

学

校

区

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

、

各

校

の

同

和

問

題

の

授

業

の

様

子

や

小

・

中

学

校

の

学

習

内

容

の

情

報

共

有

と

小

・

中

学

校

の

つ

な

が

り

、

市

役

所

関

係

７

課

の

人

権

に

関

わ

る

取

組

な

ど

に

つ

い

て

話

し

合

わ

れ

ま

し

た

。

 

後

半

で

は

、

南

信

教

育

事

務

所

生

涯

学

習

課

指

導

主

事

の

南

波

秀

治

先

生

を

講

師

に

、

同

和

問

題

の

現

状

、

「

同

和

問

題

ミ

ニ

講

座

」

、

授

業

の

必

要

性

、

同

和

問

題

と

か

か

わ

る

人

た

ち

と

の

出

会

い

な

ど

、

様

々

な

内

容

で

お

話

を

聞

き

、

参

加

者

が

自

分

自

身

の

理

解

を

深

め

る

必

要

感

や

授

業

に

取

り

組

む

意

欲

を

持

ち

、

同

和

問

題

へ

の

意

識

を

高

め

る

研

修

会

に

な

り

ま

し

た

。

 

高

遠

中

学

校

で

は

、

第

２

回

の

授

業

参

観

日

に

、

「

親

子

 

ふ

れ

あ

い

講

座

」

が

お

こ

な

わ

れ

ま

し

た

。

地

域

の

人

材

を

講

師

と

し

て

招

き

、

生

徒

と

保

護

者

が

７

つ

の

講

座

に

分

か

れ

て

、

親

子

い

っ

し

ょ

に

活

動

し

ま

し

た

。

そ

れ

で

は

、

７

つ

の

講

座

の

様

子

を

紹

介

し

ま

す

。

 

講師の野溝和人さん 

伊
那

市
人

権
同

和
教

育
合

同
研

修
会

 

「
同

和
問

題
と

ど
の

よ
う

に
向

き
合

う
か

」
 

南
信

教
育

事
務

所
生

涯
学

習
課

 

指
導

主
事

 
南

波
 

秀
治

 
先

生
 

高
遠

中
「
親

子
ふ

れ
あ

い
講

座
」
 

 

え 
が 
お 

 

令和６年度 

№２ 

７月１６日 

パ

ソ

コ

ン

や

携

帯

で

「

伊

那

市

え

が

お

」

と

検

索

す

る

か

、

下

の

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

か

ら

入

る

と

、

令

和

４

年

度

分

か

ら

カ

ラ

ー

で

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

 

東
春

近
小

三
年

生
「
地

域
探

検
」

 

(上)春近神社：中殿島 

(下)殿島城跡の城門：暁野 

(上 )一 本 松 遊 園 地 にあ

る 「 原 新 田 発 祥 之

地」の石碑 

(下)一生 懸命メモをとっ

ています 

(上)木の下に「原榛支校」の碑が 

あります：原新田 

(下)竜宮社：原新田 

(左)老松場古墳公園の１号古墳：中組 

(右)経塚：車屋 

『高遠まんじゅう』 

【講師：あかはね 

赤羽 敏 さん】 

「練切り」「草餅」「三角ちまき」を作り

ました。赤羽さんに作り方を見せていた

だいた後、グループで教え合いながら、

楽しく和菓子作りに挑戦しました。 

『茶道』 

【講師：井口 あけ美 さん】 

お茶の淹れ方を 

体験を交えながら 

教わり、お菓子と 

お茶をおいしくい 

ただきました。 

『高遠焼』 

【講師：浦野 真吾 さん】 

 

「手びねり技法」 

を用いて、お茶 

碗を作りました。 

『パステル＆ペーパークィリング』 

【講師：小木曽 夏美 さん】 

「パステル材」を用いて絵を 

描いたり、紙を使 

ったお花等の飾り 

を作ったりしまし 

た。 

『ボッチャ』 

【講師：伊那市スポーツ 

推進委員の皆さん】 

今年度からの新しい 

講座です。上手な送球に 

大きな拍手が送られ、 

盛り上がっていました。 

講師の南波秀治先生 

中学校区ごとでのグループ協議の様子 
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こ

の

よ

う

に

魅

力

的

な

講

座

が

揃

い

、

参

加

し

た

生

徒

や

保

護

者

の

皆

さ

ん

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

活

動

を

十

分

に

楽

し

み

、

満

足

し

た

様

子

で

し

た

。

 

 

「

親

子

ふ

れ

あ

い

講

座

」

は

、

多

く

の

保

護

者

が

学

校

に

足

を

運

び

、

親

子

の

関

係

を

深

め

る

だ

け

で

な

く

、

キ

ャ

リ

ア

教

育

の

視

点

か

ら

職

業

に

つ

い

て

考

え

る

き

っ

か

け

に

な

り

、

ま

た

自

分

が

住

む

地

域

に

素

晴

ら

し

い

講

師

の

方

が

い

て

、

地

域

貢

献

を

し

て

い

る

こ

と

を

知

り

、

地

域

を

誇

り

に

思

う

気

持

ち

を

育

む

こ

と

に

も

つ

な

が

る

有

意

義

な

取

組

で

し

た

。

 

 

 

 

長

谷

小

学

校

で

は

、

伝

統

行

事

と

し

て

「

よ

も

ぎ

と

 

り

」

が

祖

父

母

の

皆

さ

ん

の

代

か

ら

ず

っ

と

続

い

て

き

 

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

よ

も

ぎ

を

買

い

取

っ

て

い

た

だ

い

て

い

た

業

者

が

撤

退

し

て

し

ま

っ

た

た

め

、

昨

年

度

か

 

ら

伊

那

食

品

さ

ん

が

、

お

菓

子

業

者

に

声

を

か

け

て

、

よ

も

ぎ

を

使

っ

た

お

菓

子

作

り

を

実

現

さ

せ

て

く

れ

ま

し

た

。

 

今

年

も

、

保

護

者

や

高

齢

者

ク

ラ

ブ

の

皆

さ

ん

と

「

よ

も

 

ぎ

と

り

」

を

し

て

、

お

よ

そ

380

kg

の

よ

も

ぎ

が

と

れ

、

こ

の

日

は

、

関

係

し

た

皆

さ

ん

が

集

ま

り

、

「

お

菓

子

の

試

食

会

」

が

開

か

れ

ま

し

た

。

 

最

初

に

、

お

世

話

に

な

っ

た

皆

さ

ん

の

紹

介

後

、

売

上

金

の

贈

呈

が

お

こ

な

わ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

「

よ

も

ぎ

が

お

菓

子

に

な

る

ま

で

」

と

い

う

、

と

れ

た

よ

も

ぎ

が

、

本

高

砂

屋

さ

ん

の

新

潟

工

場

に

送

ら

れ

て

「

よ

も

ぎ

ペ

ー

ス

ト

」

が

作

ら

れ

、

そ

れ

が

問

屋

さ

ん

や

お

菓

子

業

者

に

送

ら

れ

て

、

お

菓

子

が

作

ら

れ

る

と

い

う

お

話

を

聞

き

ま

し

た

。

 

そ

し

て

、

い

よ

い

よ

お

菓

子

の

試

食

の

時

間

が

や

っ

て

き

ま

し

た

。

児

童

、

保

護

者

、

高

齢

者

ク

ラ

ブ

の

皆

さ

ん

は

、

持

っ

て

き

て

い

た

だ

い

た

４

種

類

の

お

菓

子

を

も

ら

っ

て

、

試

食

し

ま

し

た

。

 

児

童

の

皆

さ

ん

は

、

よ

も

ぎ

の

お

菓

子

を

お

い

し

く

食

べ

た

後

、

「

生

地

が

柔

ら

か

く

て

お

い

し

か

っ

た

。

」

「

自

分

た

ち

が

と

っ

た

よ

も

ぎ

が

こ

ん

な

に

お

い

し

く

な

っ

て

よ

か

っ

た

。

」

等

の

感

想

を

発

表

し

て

く

れ

ま

し

た

。

 

こ

の

日

は

持

っ

て

く

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

フ

ァ

ー

ム

長

谷

さ

ん

で

は

、

「

よ

も

ぎ

ジ

ェ

ラ

ー

ト

」

を

作

っ

て

販

売

す

る

予

定

で

、

昨

年

度

も

大

変

好

評

だ

っ

た

と

お

聞

き

し

ま

し

た

。

最

後

に

、

感

謝

の

気

持

ち

を

込

め

て

、

「

讃

歌

ー

長

谷

」

を

歌

い

ま

し

た

。

 

長

谷

小

学

校

が

大

事

に

続

け

て

き

た

伝

統

行

事

が

、

伊

那

食

品

さ

ん

の

目

に

と

ま

り

、

お

菓

子

業

者

の

皆

さ

ん

の

協

力

に

よ

っ

て

、

児

童

の

皆

さ

ん

が

自

分

た

ち

の

活

動

の

成

果

が

実

感

で

き

た

り

、

保

護

者

や

高

齢

者

ク

ラ

ブ

の

皆

さ

ん

と

喜

び

合

っ

た

り

で

き

る

、

学

校

と

地

域

と

企

業

と

が

連

携

し

た

素

晴

ら

し

い

取

組

で

し

た

。

 

西

春

近

北

小

学

校

で

は

、

「

ボ

ー

ル

運

動

ク

ラ

ブ

」

の

活

 

動

と

し

て

、

今

年

度

「

ベ

ー

ス

ボ

ー

ル

型

ゲ

ー

ム

」

の

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

に

取

り

組

も

う

と

い

う

こ

と

で

、

伊

那

西

高

校

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

部

の

皆

さ

ん

に

講

師

を

お

願

い

し

ま

し

た

。

 

 

 

こ

れ

ま

で

、

学

区

内

の

高

校

と

し

て

、

音

楽

会

や

一

四

〇

周

年

の

時

に

合

唱

部

や

吹

奏

楽

部

と

交

流

を

し

て

き

ま

し

た

が

、

今

回

、

ボ

ー

ル

運

動

ク

ラ

ブ

の

講

師

を

依

頼

し

た

と

こ

ろ

、

快

く

引

き

受

け

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

高

校

生

に

と

っ

て

も

「

キ

ャ

リ

ア

教

育

」

の

一

環

と

し

て

、

小

学

生

と

関

わ

る

経

験

が

で

き

、

共

に

学

び

合

え

る

取

組

で

す

。

 

毎

回

の

ク

ラ

ブ

に

は

、

17

名

の

部

員

さ

ん

が

交

代

し

な

が

ら

参

加

し

ま

す

が

、

こ

の

日

は

６

名

の

皆

さ

ん

が

指

導

に

来

て

く

れ

ま

し

た

。

準

備

運

動

の

後

、

キ

ャ

ッ

チ

ボ

ー

ル

や

守

備

練

習

を

す

る

グ

ル

ー

プ

と

バ

ッ

テ

ィ

ン

グ

練

習

を

す

る

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

、

活

動

し

ま

し

た

。

 

感

想

を

聞

く

と

、

小

学

生

は

「

教

え

方

が

上

手

で

、

わ

か

り

や

す

い

。

」

、

高

校

生

は

「

素

直

で

教

え

て

い

て

楽

し

い

。

」

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

小

学

生

が

使

用

し

て

い

た

グ

ロ

ー

ブ

は

「

大

谷

グ

ロ

ー

ブ

」

と

地

域

の

方

か

ら

寄

付

し

て

い

た

だ

い

た

グ

ロ

ー

ブ

で

し

た

。

 

西

春

近

北

小

学

校

の

ク

ラ

ブ

の

中

で

、

「

囲

碁

・

将

棋

」

「

茶

道

」

、

「

生

け

花

」

の

講

師

は

地

域

の

方

々

で

、

講

師

は

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

イ

ー

ス

ク

ー

ル

運

営

委

員

会

「

ご

ん

げ

ん

ま

な

び

や

応

援

隊

」

の

皆

さ

ん

が

中

心

に

な

っ

て

探

し

て

い

た

だ

い

て

い

る

そ

う

で

す

。

 

さ

て

、

次

回

か

ら

ゲ

ー

ム

形

式

の

練

習

に

入

っ

て

い

く

と

い

う

こ

と

で

、

今

後

の

活

動

が

ま

す

ま

す

楽

し

く

な

っ

て

い

く

と

思

い

ま

す

。

 

長
谷

小
「
よ

も
ぎ

を
使

っ
た

 

お
菓

子
の

試
食

会
」
 

 

『ケーキ作り』 

【講師：菓匠 Shimizu 

清水 慎一 さん】 

ホールケーキの飾り 

つけを体験しました。 

最後まで集中して、自分の「夢

ケーキ」を作りました。 

『バレーボール』 

【講師：ＶＣ長野トライデンツ 

山田 航旗 さん 

糸山 大賀 さん 】 

体育館中に、元気な声が響き、練

習やゲームをして盛り上がりま

した。 

ドルチェカリーナ さん 

「よもぎ入り 

ブールドネージュ」 

    （数量限定） 

みのわ加工 

株式会社 さん 

「テラスドーナツよもぎ」 

(今回限定) 

あかはね さん 

 (左)「くさコロン」(まもなく発売予定）、(右)「草餅」 

西
春

近
北

小
 

「
高

校
生

の
ク

ラ
ブ

支
援

」
 

( 上 ) ４ 種 類 のお 菓 子 を も ら いま し

た。(下)みんなで試食しました。 

《お菓子作りでお世話になった皆様》 

左から、すずらん株式会社の米山さん、ファーム長谷の

羽場さん、伊那食品工業株式会社（かんてんぱぱ）の湯澤

さん、伊藤さん、青木さん、村松さん です。 

この日には、お見えになりませんでしたが、みのわ加工 

さん、ドルチェカリーナさんにもお世話になりました。 

(右)湯澤さんから、売上金が渡されました。(左)伊藤さん 

から、よもぎがお菓子になるまでの説明を聞きました。 

今年度からはじまった 

生け花クラブ 

(上左)守備練習と(上右)バッティング練習をしました。 

(下)最後に全員で記念撮影をしました。 


